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研究成果の概要（和文）：　本研究は、歯学部生の成績を導く要因について、従来の研究で散在していた要因を
同時に扱い、要因間の関連性について解明することを目的としている。人間の認知・感情・行動の側面を同時に
扱い、歯学部生の成績にどのように影響を与えるのかを解明した。結果として、「いら立ち感情」の感情的側面
は成績の悪化を招くものの、「先延ばし行動」の行動的側面には歯学部生の成績との直接的な関連を見いだせな
かった。成績上位者の特徴として、「勉強が好きである」などの感情的な側面が有意に成績と関連していた。認
知面は、人生全体における明確な目標を表す「有意味感」方略が、歯学部生の成績を予測する要因であることを
見いだした。

研究成果の概要（英文）： This study aimed to identify the mechanisms of factors associated with the 
academic performance (AP) of dental students. Previous studies have individually examined effective 
factors related to AP without considering them simultaneously. Therefore, this study simultaneously 
investigated cognitive, behavioral, and emotional aspects to clarify factors influencing AP among 
dental students. The results demonstrated that irritation (emotional factor) worsened AP, whereas 
procrastination (behavior factor) did not significantly affected AP. Students with high AP scored 
higher on positive emotional items, such as “I like to study,” than students with low AP. From the
 cognitive aspect, meaningfulness strategies accompanying clear goals were a significant predictor 
of high AP. 

研究分野： 教育心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　歯学部生は、歯科医師になるため歯科医師国家試験に合格できる成績を獲得しなければならない。本研究で
は、成績に影響を及ぼす要因の解明を前進させることで、学習者の成績向上に寄与できる教育的介入の手掛かり
を得た。1．学習者の「ポジティブ感情」を促す介入が考えられる。2．学習者が人生の目標や毎日行っているこ
との意味を見出し、有意味感を高めるようサポートする介入が考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
歯学部学生の成績に影響を及ぼす要因について、先行研究は個別に成績との関連を見出して

いるが、関連要因を同時に扱い要因間の関連性を解明した総合的なモデル研究は見当たらない。

例えば、成績不安が歯学部生の成績にネガティブな影響を及ぼしている 1)ことや、動機づけ要因

はポジティブな影響を及ぼしている 2)ことは報告されている。その他、運動や睡眠などの個人的

属性要因と成績の関連が報告されている 3-4)。これらは個々の研究で独自の変数を用いており、

そのため、要因間の関連性は未解明の状態である。歯学部学生の成績に影響を及ぼす要因につい

て、個々の要因間の関連性を含めた解明ができれば、学習者がどの部分や段階でつまずきを経験

しているかを把握することができるため、個々人に適合する教育的介入ができる。 

 
２．研究の目的 
歯学部生の成績を導く要因について、従来の研究で散在していた要因を同時に扱い、要因間の

関連性を含めて総合的な解明を試みる。良好な成績を得るためには、勉強するという行動的側面

が必要である。行動は感情的側面と密接に関連しているという知見 5)に基づき、研究 1では、感

情と行動の要因を同時に扱い、これらがどのような関連の方向性をもって、歯学部生の成績に影

響を与えるのかを解明する。なお先行研究では、歯学部生の成績と関連する個人的特性について、

個々の研究で多種多様な要因が用いられている。例えば、個人的属性や生活習慣などがある。し

かし、要因間の関連性は未詳であり、成績に及ぼす要因間の全体像を把握することが難しい。 

そこで、研究 2では、成績と関連する多様な個人的特性を「Student Profile」という概念で

まとめ、成績上位者と成績下位者の違いを明らかにする。 

最後に、研究 3では、上記の研究結果を統合して、最終的に成績を促進及び阻害する要因の解

明を試みる。 

 
３．研究の方法 
(1)面接調査（R1）：従来取り上げられてきた学業成績を導く諸要因を基本的な変数候補としつつ、

歯学部生に特異的にみられる変数を探索するため面接調査を実施した。(2)横断的質問紙調査 1

（R2）：先行研究では散在していた歯学部生の成績に影響を及ぼす要因について、本研究では、

概念ごとにカテゴリ化を図り、成績との関連を解明する質問紙調査を行った。(3）横断的質問紙

調査 2（R3）：質問紙調査 1 で見いだされた歯学部生の成績に影響を及ぼす要因について、要因

間の関係性をもとに影響のプロセスを検討するため、質問紙調査を行った。(4)心理的介入（R4）：

質問紙調査の参加者から成績向上策の研究に協力する対象者を募り、問題解決志向セラピーと、

不安などの身体的反応を和らげるマインドフルネスを用いた心理的介入を実施した。 

 
４．研究成果 

研究 1では、歯学部生の成績に影響を与える要因として感情的側面からは「いら立ち感情」、

行動的側面からは「先延ばし行動」の要因を同時に取り入れて解析を行った。重回帰分析の結果、

「いら立ち感情」が成績の悪化を招くことが示された。しかし、先延ばし行動と成績は直接的な

関連がみられなかった。いら立ち感情と先伸ばし行動の間には、中程度の有意な相関があった。

つまり、行動的側面は歯学部生の成績と直接な関連は希薄で、感情的側面が歯学部生の成績とよ

り関連があると考えられる。これは、先行研究の知見とは異なる結果である。梅本他 6)は、一般

大学生の成績に直接的な影響を及ぼす要因は感情ではなく、行動的側面であると報告している。

近年、日本の歯科医師国家試験合格率が 70％未満であることを考えると、合格への不安という

感情的な側面は、行動より歯学部生の成績に直接的に影響を及ぼす可能性を考えることができ



る。歯学部生の成績向上を導くサポートを考えた場合、教育者は学習スキルに関するアドバイス

をするだけでなく、学習者の抱えている学業的不安や心配の気持ちを受け入れ、理解する態度が

求められる。 

研究 2では、成績と関連する多様な個人的特性（Student profile）について、成績上位者と

成績下位者の違いを検討した。先行研究では、歯学部生の成績に及ぼす個人的特性を個別に扱っ

てきたが、本研究は散在していた要因を同時に扱い、変数に 5領域を想定した。属性、生活習慣、

学習要因、成績要因、そして進路決定のプロセスである。分析の結果、生活習慣の側面では、成

績上位者が下位者より、夜遅くまで外にいる頻度が少なく、睡眠不足を感じていた。学習要因で

は、成績上位者が下位者より、計画的学習を行い、勉強が好きだと認識しており、勉強が得意だ

と認識していた。成績要因では、成績上位者が下位者より、成績の目標レベルが高く、主観的成

績評価が高かかった。研究２の結果では、成績上位者の特徴として、「勉強が好きである」及び

「勉強が得意である」など、感情的な評価に関する面が強調された。感情面が歯学部生の成績と

関連することは、研究 1の結果と一致している。 

今まで、歯学部生を成績上位者と成績下位者に分けて分析した研究はあるが、これらのグルー

プの総合的な特徴を概念化した研究は国内外において類がなく、探索の最前線に位置している。

成績上位者と下位者の個人的特性を総合的に評価することは、個々人の学習にバランスの取れ

た教育的介入を可能にする第一歩と考えられる。 

最後に、研究 3では、上記の結果を統合して、最終的に成績を促進及び阻害する要因を解明し

た。促進及び阻害する要因について、動機づけ調整方略の観点からとらえた。動機づけ調整方略

の下位概念に、価値づけ方略・有意味感方略・成績重視の方略を想定した。価値づけ方略と有意

味感方略は、成績を促進する要因とみて、成績重視の方略は成績を阻害する要因とみて仮説を立

てた。重回帰分析の結果、歯学部生の成績を促進する要因は、女性であること、年齢が高いこと、

そして高い有意味感の順序になった。価値づけや成績重視の要因は、歯学部生の成績に影響を及

ぼす有意な要因ではなかった。ここから考えると、授業で学ぶ内容の理解や重要性の認識を強調

する「価値付け方略」の効果には限界があり、むしろ授業の範囲を超えた、人生全体における明

確な目標を表す「有意味感」を上げる方略に成績向上の可能性を見出すことができよう。有意味

感と動機づけの関連を示唆する報告はあるが 7)、動機づけ調整方略の下位概念に、価値づけ方略

と有意味感方略を同時に投入して、歯学部生の成績への影響関係を実証した研究は、本研究が初

めてである。一見、価値づけと有意味感は類似の概念に見えるが、研究 3の結果はこの 2要因の

機能が異なることを示した。有意味感方略は歯学部生の成績を促進する要因とみることができ

るが、価値づけ方略は直接的な関連を想定しづらい。 

科研費の補助事業期間全体を通じて得られた結果に基づいて、歯学部生の成績向上をサポー

トするため、以下２つの教育的介入を提案する。一つ目は、感情要因が成績に直接的な影響を及

ぼすという結果に基づき、学習者の positive 感情を促進するようなサポートを提供することで

ある。二つ目は、有意味感が歯学部生の成績を促進するという結果に基づき、学習者が人生の意

味や日々の生活で実行していることへの意味を見出せるようにサポートしていくことである。 
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